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蔵三 世紀陶纏銘ー」を本誌第 28. 29号に発表したが(以下、前橋と略記。なお第 34号の補訂も併照さ




なお簡報によれば 、既巴紹介した敦煙の新 底(天)台・悌爺廟湾でも、 1987年に 4 度目の発纏調査
が 行なわれ、 116基の 墓 か ら 22点の陶箪・陶鉢が出土したという(2 )。しかし詳細はなお未 発表であ
り、かつ祁家湾からだけでも、前橋で紹介した総数を上回る数の陶纏・陶鉢が出土してい~ので、こ
こでは、 と り あ え ず祁家湾出土品を中心として整理しておきたい。このほかにも、なお男落としてい
る ものも あるだろうから、いずれ続請を起こすこと[乙なると思う(3 )。
( 1 ) その後公刊された関連諭縞として、 担l昭瑞「該考古発現的道教解注文 J ( Ii'敦煙研究.!I 1991 
年第 4 期〕がある。
( 2 ) 何双全「敦煙新庄台、悌爺廟湾晋至唐墓群 J ( Ii'中国考古学年鑑 1 98 8 .!I北京 文物出
版社、 1989年 10月)。何氏によれば、銘文の紀年は西電の元康七(二九七〕年から、前 j車の建
興 九 (三三一〕年 lこ及んでいると いう。またこの問、建興紀年のものが複数以上含まれてい
る よ う で あ る。
( 3 ) 実際には三世紀の陶織も出土しており、また前述したように敦煙以外の地からの出土品も含
まれているの で 、 本 橋 の 表 題 も 修 正すべきかもしれないが、混乱を避けるため従来通りとし
た 。 ま た 文 字資料としての側面を重視す る と い う 観 点 、 に 立 て ば 、 匝 司 纏 ・ 陶 鉢 銘 よ り も、鎮墓文
とすべきであろうが(陶纏・陶鉢は書 写 材 料 に す ぎ な い の だ か ら 〉 、 こ の 点 に つ い ても、同じ
















( 1 ) 張 議「敦燈祁家湾漠至唐代墓群」 ( Ii'中国考古学年鑑 1986JJ 北京 文物出 版社、 19 
88年年 3 月)
( 2 ) 敦煙県博物館考古組・北京大学考古実習隊(張小舟) r記敦煙発現的西音、十六国墓
萎 J (北京大学中国中古史研究中心編『敦煙吐魯番文献研究議集』第 4 集 北京 北京大
学出版社、 1987年 6 月〉
1 .西脅威寧二(二七六)年八月呂阿徴陶樺銘 (M320:18朱書・ 22行と朱点 =A型 I式 〈模) 10 
2頁図71 (録) 100. 102頁)
2. 西琶泰照元(二九0) 年四月呈且呈陶纏銘(ー)
〈模) 103頁図72-3 (録) 102頁)
(M321:24 朱書・ 15行と朱点 =A型 E式
水泰黒なる元号 C ついては 四月朔日の干支=庚寅が 致するので 西香武帝の 「太照」 と考え
られる。なお 148頁 参 照 。
3.西替泰照元(二九0) 年四月旦E童陶纏銘(二) (M321:23朱書・ 15行 =A型 E式)
ホ録文は掲量産されてい、ないが、 103頁の解説巴よれば、 2 と同じである。
4.西替元康五(二九五)年十月早旦ι陶耀銘 (M340:20朱書・ 13行 +α=A型 V式 〈模〉 103 
頁図72ー 2 (録) 104頁)




(M208:12朱書・ 10行 +α=A型VII式 〈模〉 105頁図73-2 
1. 西音建輿元(三一三)年郭口口陶纏銘 (M320:22朱書・ 9行 +α=A型VII式













107頁の 解 説 に よ れ ば 、
〈録〉
10.西菅建興二




朱書・ 14行 =A型 X式11.前涼建賀十八(三三0) 年六月郭祁子陶櫨銘(M328: 2 
図72-1 (録) 108頁)
108 〈録〉107頁図74-1 〈模〉墨書・ 11行 =A型 X式12.年次未詳蓋盟並陶櫨銘 (M302:7
頁)
109貰図〈模〉「前」字 =A型 X式朱書・ 14行と瓶底墨書13.年次未詳口宮華陶纏銘 (M206:3
75ー 1 (録) 108 '" 109頁)
109頁図〈模〉墨書・ 10行 =A型E式14. 前涼建興廿九(三四一)年八月互室陶纏銘 (M218:4
75ー 2 (録) 109 '" 110頁)
































113頁〈模〉墨書・ 12行 =A型E式19. 前涼升平十二(三六八)年二月藍遥蓋陶纏銘 (M349:3
図77-2 (録) 112頁)
113頁図〈模〉20. 前涼建質所七(三四九)年正月陶纏銘 (M351:10朱書・ 5行 +α=A型E式




147頁1 7と 同 じように建興紀年であろう。
21.前涼建元六(三七0) 年九月墾笠亘陶雄銘 (M371:5









1990年〉く 本 誌 第 43号、く下〉を読むー」「晋至北朝前期高昌奉行 年 号 証 補 』
-3(609)一
参照〉
22. 前秦建元十三(三七七)年十二月孟早王陶纏銘(ー) (M348:5 墨書・ 8行 +α= A型却式
(模) 115頁図78-1 (録) 114頁)
23. 前秦建元十三(三七七)年十二月L旦王陶纏銘(二) (M348:6 墨書・ 11行 = A型E式











ホ録文は渇議されていないが 1 1 6頁の 解 読 に よ れ ば 、 24と同じである。
26. 北涼神璽二(三九八)年十一月塾星(郡敦煙牒)直盤里民陶櫨銘 (M310:16墨書・ 7行 +α=








28. 西涼建初五(四O九)年閏(十)月敦短郡敦煙牒都郷里民童皇室E陶纏銘(二) (M336:5 朱書
• 12行 =A型XDI式 〈模) 118頁図79ー 2 (録) 117頁)
29. 年次未詳陶櫨銘(四)
頁)
(M301:12墨書・ 4行 =A型XlV式 〈模〉 119頁図80-2 〈録〉 119 
30. 北涼玄始九(四二0)年九月敦煙郡敦煙牒都郷里民旦皇室陶纏銘 (M312:5 墨書・ 11行 =A型
別式 〈模) 118頁図79-3 (録) 119頁)
31.西膏大康六(二八五)年三月盟霊皐陶纏銘(ー)
0頁)
(M209:3 朱書・ 15行 =B型 I式 〈録) 12 
本大康なる元号については
られる。




〈録) 120 "OJ  121頁)
33. 西音元康六(二九六)年正月童旦陶纏銘 (M210:8
- 1 (録) 121 "OJ  122頁)
(M209:1 朱書・ 14行 =B型 I式 〈模) 12 
朱書・ 13行 = B型 E式 〈模〉 121頁図81
34. 西涼建初十一
C型〈 模〉
(四一五)年十二月敦健郡敦健勝西郷里民墾呈玄陶纏銘 (M369:9 朱書・ 13行=
119頁図80ー 1 (録) 122頁)









究所編1r1983年全国敦煙学術討論会文集』石窟・芸術編上 蘭州 甘粛人民出版社、 1985年
8月)
13頁〈一部) ) 1 .前涼建担三十(三四三)年陶纏銘( (録〉
*段 氏 は 、 出 土墓を「前 j京建興三十年墓」 としているだけなので 厳密 L乙いえば、 陶寝 銘の紀年









1 . 年次未詳胸躍銘 (M1:9 
*録 文 の 冒 頭 部分は
朱書・ 16行 〈図〉 26頁図22-3 〈録〉 25，._. 26頁)
「甘口二口 j と 釈読されている。 これが甘露なる元号だとすると 裂と前秦
にある。 甘露二年は前者だと二五七年、 後者だと三大 O 年になる。 前者の可能性のほうが高い
が とすると 西北地区における陶 纏銘の初出伊lになろう。
2 . 年次未詳陶井銘 (M6:7 刻書・ 1行 (図〉 29頁図26-5 〈録〉 28頁)
* 「王阿初 j と のみある。 あ る い は 墓主の姓名であろうか。 なお嘉曲面関市志弁公室編 『喜時間市
文物志』 蘭州 甘粛人民出版社、 1 9ヲO年 12月 8 1頁 の 「嘉崎関市部分出土器物表 J lま 「灰陶
倉 J とする。
【表 型式別祁家湾出土陶纏点数一貫】
[凡 伊1 ] 
1 本 表 は E とし た 1985年 敦 煙 祁 家 ; 寄吉墓群出土の陶纏 88点について 型式によって分類したも
のであ る。 型式 の分類と名称は 前 掲の 『敦煙祁家;寄』 に 依 拠 し て い る 。
2 「形態上の特徴」 はあえて翻訳せず、 原文のままとした。
3 「断面図」 と 「 写 真 j l立 と も に 『敦燈祁家湾』 I'Ji量産のものの番号である。 なお 「断面図 J で
ある 図 70(ま 全て問書の 1 0 1頁Il: ti議されているものであり 「写真』 の 図 版 は 同書の巻末の
ものである。 なあ 「断面図 j も 「写真 J も 同 書には複数以上出土したその型式のなかから一点
だけが渇量産されているが こ こ で は それを特定しなかった。
4 整理番号は 『敦煙祁家;寄』 1ζ 従ったが、 同書の掲鼓順に列挙したが、 こ の う ち 下 線 を引いたも












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 .本一覧[ま、 前橋と本備で紹介した陶纏・陶鉢が出土した敦煙、嘉鉛関両地区の古墓群 C つ い
て、各古墓群ごとに簡単芯紹介ととも巴、参照すべき簡績と正式な発撮報告を列挙したものであ
る。ただし嘉瞬 間 新 城 古 墓 禁 は 、 j酉 泉丁家間古墓群ととも巴構成される一大古豪群なので、後者
{とついてもあわせて紹介した。
2 . 正式な発握報告を@で、主として雑誌に掲議された簡報を O で表わした。渇麓順序は 、各古墓
群こ と に 前 者 を冒頭 C 、後者をその後に列挙した。複数以上の簡報が出ている場合は、公表され
た 年次頗とした。
3 .発据年次は、正式 な 発 援 報 告 と 簡 報によって異同が認められる場合があるが、ここではそのま
まとした。
4. 古 墓 群 と そ の発掘調査の概況 l乙 つ いては、中国社会科学院考古研究所編『考古学専刊甲 種 第 17 
号 新中国的考 古 発 現 和 研 究 』 北 京 文物出版社 1984年 5 月、第 5 章第 2 節 (2 )の ri酉泉、
敦燈的重量晋墓養 J (楊 j弘執筆)や、文物編輯委員会編『文物考古工作 1979~ 1989JJ 北京 文物





O 甘粛省文物考古研究所編(戴春陽・張 瀧) r敦煙祁家湾ー西晋十六国墓葬発掘報告ー』北京
文物出版社 1994年10月
1985年 8月"'11月発掘の第201'" 236号墓と、第301'" 381号墓の発掘報告。
0 敦煙県博物館考古組・北京大学考古実習隊(張小舟) r記敦煙発現的西晋、十六国墓葬J (北
京大学中国中古史研究中心編『敦煙吐魯番文献研究論集』第 4輯 北京 北京大学出版社 1981 
年 6月)
1916年発掘、 1983年整理の第 3号墓(1印刷3) の簡報を含む。









O 敦短文物研究所考古組(馬世長・孫国産) r敦健晋墓J (r考古.!l1914年第 3期)
1960年 10月発掘の第 1・2号墓 (60Ml，2) の簡報を含む。






0 夏 掃「敦燈考古漫記J (ー) (Ii'考古通訊.!I1955年創刊号)
1944年 5--6月発掘の第1001--1010号墓の簡報。第1010号墓からは画像碑が出土。
O 夏 藩「敦煙考古漫記J (二) (Ii'考古通訊.!I1955年第 2期)
1944年 7月発掘の第501-- 508号墓の簡報。
0 夏 掃「敦煙考古漫記J (三) (Ii'考古通訊.!I1955年第 3期)
1944年 9--10月発掘の第108-- 110号墓の簡報。
0 甘粛省敦煙県博物館(韓躍成・張 仲) r敦燈仏爺廟湾五涼時期墓葬発掘簡報J (Ii'文物.!I19 
83年第10期)
1980年 5月発掘の第 1--3号墓 (80DFMI-3)の簡報。
- 敦短義園湾古墓群
O 敦燈文物研究所考古組(馬世長・孫国産) r敦煙晋墓J (前出)











1972年10月--1973年 1月発掘の第 5--7号墓と、 1973年 9月発掘の第 8号墓の壁画紹介を含む。
O 甘粛省博物館(呉初蟻) r酒泉、嘉硲関晋墓的発掘J (Ii'文物.!I1979年第 6期)
1977年 5--6月発掘の第 9--11号墓(観M9-11)の簡報を含む。
0 嘉崎関市文物管理所(宋子華・楊会福) r嘉崎関新城十二、十三号画像碍墓発掘簡報J (Ii'文
物.!I1982年第 8期)
1979年11月発掘の第12・13号墓 (MI2.13)の簡報。
- 酒泉丁家問古墓群。甘粛省文物考古研究所編『酒泉十六国墓壁画』北京 文物出版社 1989年 8月
1977年 8月発掘の第 5号墓の報告・図録。
O 甘粛省博物館(呉頑醸) r酒泉、嘉崎関晋墓的発掘J (前出)
1977年 5--6月発掘の第 1--5号墓(丁MI-5)の簡報を含む。
事務局(連絡先) 干 182東京都調布市国領町 5-19ー 14
荒川正晴方 m. 0424 (81) 4633 
吐魯番出土文物研究会(TheResearch Society for Turfan Relics) 
-8 (614)ー
(以上)
